



















































は逆に可能であるとデカルトは言う o r精神 mensjは「自己自身を…見




















































楽が円を描いて回転する turbose in gyrum vertitO時、この旋回 con-


























































































のの内に先立って在った態勢lesdispositions qui ont precede en l'ame 
memejと「魂の意志の運動jCIV 114)によって魂の内に観念が置かれ
る場合であり、それに対応している比愉とは、蜜蝋が「揺り動かされてし







































































































が「揺り動かされてしまっている ayantete agiteeJ (a Mesland， 2， 













デカルトのテクストの引用と参照は CEuvresde Descartes， publiees par Ch. 
Adam et P. Tannery， C. N. R. S.-J. Vrin， 1964~1974， llvols.により、
本文中にその巻数とページ数を示す。
1) この箇所のグレルスリエによる仏訳は、「独楽がその場で回転する unsa. 
bot se tourne sur soi'memejとなっているが、これは正確な訳ではな
く、ラテン語原文のニュアンスを捉えそこなっていると思われる。アノレキ
エの言うように runsabot se fait tourner lui.meme en cerclejと訳す
べきであろう。 cf.Descartes， CEuvres philosoρhiques， Garnier Freres， 
1967， tome I， p.81O， note. 2.， p.380. 
2) Jean司LucMarion， Questions cartesiennes， P. U. F.， 1991， p.171.ただ
しマリオンのように、思惟の作用とその知覚との聞に「転換可能性 con.





3) cf. Marion， ibid.， p.165.もちろんこの「観念J自体がさらに知性や意志
の対象になり表象化されることは常に可能である。
4) ibid.， p.171. 









7) ラボルトの言葉を借りれば、このような事態を 「全く受容的な能動 une
action toute r邑ceptiveJと表現できるかもしれない。 cf.Jean Laporte， 
Le Rationalisme de Descartes， P. U. F.， 1945， p.48. 
8) Marion， op. cit.， p.167. 
9) Martial Gueroult， Descartes selon l'ordre des raisons， Aubier， 1953， 
tome 1 ， p.54. 
10) デカルトが「力」の起源として考えていたのは「神」であろう。しかし我
々としては、 「神」に訴えかける(これは例えばマリオンの解決である。
cf. Marion， 0ρ. cit.， pp. 208~219.) のとは別の仕方でこの問題を考えた
いと思うが、それは別の機会に譲りたい。
(文学部助手〉
